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江
戸
時
代
目
大
阻
白
工
業

J、

江

戸

時

代

の

大
阪
の

工
業

堀

江

保

戒

序

言

近
世
の
都
市
の
工
業

ι闘
す
る
棉
括
的
た
研
究
は
必
や
し
も
少
〈
た
い
が
、

一
都
市
の
工
業
を
針
象
と
せ
る
研
究
は
殆
ど
存
し
左

い
と
云
っ
て
よ
い
。
維
新
後
近
代
的
工
業
が
多
く
都
市
を
舞
憂
と
し
て
設
建
せ
る
事
貨
に
鑑
み
る
友
ら
ば
、
そ
れ
に
は
諸
々
の
保
件

が
存
ず
る
け
れ
ど
、
共
等
の
都
市
が
近
世
に
於
て
多
少
と
も
に
工
業
地
で
あ
っ
売
と
い
ふ
と
と
も
、
そ
の
僚
件
白
一
っ
と
し
て
考
へ

ら
れ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
更
に
近
院
に
於
て
は
、
大
量
的
に
需
要
せ
ら
る
ミ
日
常
生
活
用
品
、
例
へ
ぽ
紙
・
峨
・
織
物
・
生
総
等
は
概

ね
農
村
に
於
亡
生
産
せ
ら
れ
、
共
他
の
製
品
例
へ
ぽ
砂
糖
・
畠
表
・
藍
等
も
、
原
料
が
農
産
物
で
あ
る
閥
係
か
ら
、
主
た
生
産
組
織
・
持

働
力
等
の
聞
係
か
ら
、
多
く
農
村
工
業
と
し
で
行
は
れ
た
。
此
等
の
農
村
工
業
、
戸
一
白
比
較
忙
於
て
都
市
の
工
業
株
態
を
知
る
と
と
は

必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
更
に
一
都
市
の
工
業
全
般
を
調
べ
る
E
と
も
無
意
義
で
は
た
か
ら
う
。

上
っ
て
本
荷
に
於
て
は
そ
の
一
例
と
し
て
大
阪
D
工
業
を
窺
は
う
と
思
ム
。
い
ふ
ま
で
も
泣
く
常
時
大
阪
は
天
下
の
墓
所
と
稀
せ

ら
れ
、
全
園
的
友
商
品
集
散
市
揚
で
あ
っ
て
、
最
大
の
商
業
都
市
左
右
概
念
が
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
併
し
其
の
半
面
に
工
業
も
頗
る

盛
ん
で
あ
っ
て
、
其
製
品
に
は
単
に
都
市
的
需
要
に
膝
じ
た
も
の
土
砂
で
を
く
、
全
図
的
忙
需
要
せ
ら
れ
た
も
O
も
あ
っ
た
。
然
b



ぽ
如
何
た
呂
種
類
。
工
業
が
如
何
た
る
組
織
に
於
て
替
主
れ
た
か
、
以
下
一
二
ニ
D
項
に
分
っ
て
説
明
し
上
う
と
忠
ム
。

工

業

の

種

類

先
づ
如
何
た
る
種
類
の
工
業
が
存
し
た
か
を
見
る
。
延
享
四
年
版
の
「
鮭
難
波
丸
綱
目
」
を
見
る
と
、
先
づ
「
諸
職
名
工
之
部
L

に

は
刀
鍛
冶
・
弓
師
・
鞘
師
・
馬
具
師
等
の
武
具
匠
を
始
め
、
犬
工
・
木
挽
・
左
官
・
屋
根
葺
・
瓦
師
・
舶
犬
工
・
銅
吹
屋
等
の
工
入
、
準
師
・
翠

師
・
鏡
師
・
菓
子
屋
・
琴
三
味
線
師
・
白
粉
師
・
丹
師
・
悌
師
・
悌
具
鋳
物
師
・
錠
鍛
治
・
経
師
表
具
師
・
鑑
甲
細
工
師
・
時
計
師
・
蒔
緒
師
・
塗

師
等
の
夫
々
。
名
工
の
居
所
・
氏
名
が
掲
げ
ら
れ
、
突
に
「
諸
峨
商
人
所
付
」
白
部
に
は
偏
物
帥
・
印
判
屋
・
糠
櫨
屋
・
紅
屋
・
唐
弓
弦
屋
・

鮒
屋
形
ほ
り
・
墨
屋
・
算
盤
師
団
草
細
工
屋
・
角
細
工
屋
・
紫
染
屋
・
鍬
鋤
鍛
冶
・
鯨
細
工
人
・
鑓
屋
・
米
通
し
屋
・

H
鏡
師
・
嶋
織
屋
・
白
革

師
・
緒
具
屋
・
髪
附
屋
・
す
だ
れ
屋
等
を
見
出
f
E
と
が
出
来
る
。

工
業
0
種
類
は
之
れ
白
み
に
止
ま
ら
友
い
。
例
一
へ
ば
買
薬
に
つ
昔
、
同
蓄
に
は
之
を
「
家
停
名
方
看
板
無
之
分
」
・
「
同
買
薬
之
分
L

・

「
膏
薬
之
部
」
に
分
っ
て
各
襲
名
と
そ

D
製
造
販
買
業
者
名
と
を
掲
げ
て
ゐ
る
が
、
そ
白
人
数
頗
る
多
き
己
と
は
大
阪
が
薬
種
の
集
散

地
で
あ
っ
た
己
と
L
密
接
た
聞
係
が
あ
る
。
突
は
酒
造
業
で
あ
っ
て
、
同
書
に
は
三
郷
の
酒
建
株
合
せ
て
六
百
三
十
六
株
と
あ
り
、

之
亦
大
阪
白
重
要
工
業
白
一
つ
で
あ
っ
た
。
ま
た
絞
油
屋
に
閥
ず
る
記
載
も
あ
り
、
九
州
・
四
図
等
よ
り
入
津
ナ
る
生
機
の
精
製
業

即
ち
晒
蝋
屋
に
つ
い
て
も
そ
り
仲
間
人
員
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
此
外
同
書
に
は
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
た
い
が
、
北
海
道
産
の
昆
布
忙
加
工

ず
る
青
昆
布
及
細
エ
昆
布
製
造
業
、
藍
染
・
紅
染
・
手
拭
染
等
D
染
物
業
、
足
袋
抽
出
来
業
等
も
重
要
注
工
業
で
あ
り
、
指
米
屋
・
味
噌

屋
・
浩
酢
屋
等
が
多
数
存
し
た
と
と
も
、
大
都
市
と
し
て
首
然
の
と
と
で
あ
っ
た
。

証
戸
時
代
目
大
匝
白
工
業

大a



住
戸
時
代
自
大
匝
D
て
業

O 

現
代
の
工
業
は
普
通
に
金
属
及
機
械
器
具
工
業
・
織
維
及
染
色
工
業
・
化
事
工
業
・
窯
業
・
食
料
品
工
業
・
雑
種
工
業
に
分
類
せ
ら
れ

る
が
、
江
戸
時
代
の
大
阪
忙
は
、
性
質
及
製
品
の
種
類
と
そ
異
れ
、
此
等
繍
て
の
部
類
に
属
せ
し
む
べ
き
工
業
が
あ
っ
た
。

金
属
及
機
械
器
具
工
業
に
属
す
べ
き
も
の
と
っ
ち
先
づ
皐
ぐ
べ
き
は
銅
吹
屋
で
あ
る
。
之
は
銅
精
錬
業
者
で
る
っ
て
、
元
文
三
年

銀
座
加
役
と
し
て
大
阪
に
銅
座
が
置
か
れ
て
以
来
、
鋼
座
所
属
の
主
匠
と
た
り
、
長
崎
貿
易
の
伏
済
に
用
ゐ
ら
る
t
A

梓
銅
を
始
め
園

内
に
用
ゐ
ら
る
ミ
総
て
の
銅
の
精
錬
に
任
じ
た
。
而
し
て
泉
屋
在
京
)
士
口
左
衛
門
始
め
十
七
軒
を
以
て
仲
間
が
組
織
せ
ら
れ
て
ぬ
た

と
と
は
詳
記
す
る
ま
で
も
な
い
。
次
は
鍛
冶
屋
で
あ
っ
て
、
恋
で
は
庖
厨
具
・
工
具
・
農
具
等
の
金
属
(
主
と
し
て
曲
)
製
D
器
具
が
製
浩

せ
ち
れ
、
釘
-
錠
前
・
蝶
番
共
他
建
築
則
。
各
種
全
一
具
も
作
ら
れ
た
。
刀
剣
白
製
造
が
刀
鍛
冶
た
る
特
殊
鍛
冶
屋
の
替
業
で
あ
っ
た
と

と
は
い
ふ
迄
も
左
く
、
ま
た
鍋
釜
の
製
迭
に
は
別
に
鋳
物
師
が
あ
っ
た
。
元
も
此
等
の
工
業
に
就
て
は
そ
の
欣
態
を
詳
細
江
知
る
べ

き
資
料
な
く
、
ま
た
大
阪
製
の
金
属
製
品
及
器
具
類
が
杢
閥
的
に
有
名
で
あ
っ
た
と
い
ム
ゃ
う
た
と
と
は
未
だ
聞
か
ざ
る
と
と
る
で

あ
る
が
、
併
し
普
通
の
鍛
冶
屋
が
南
区
鍛
冶
屋
町
遊
に
、
刀
鍛
治
が
上
町
方
商
陀
集
園
地
域
を
形
成
し
て
ゐ
た
こ
と
、
並
に
大
阪
が

中
間
幽
産
の
鍔
の
集
散
地
で
あ
っ
た
己
と
等
の
事
情
上
り
し
て
、
此
種
目
一
工
業
地
と
し
て
大
阪
は
堺
に
吹
く
も
の
が
あ
っ
た
と
思
は
れ

る
。
ま
た
機
械
器
具
工
業
の
一
と
し
て
数
へ
ら
れ
る
世
舶
業
も
、
船
大
工
の
集
住
地
た
る
堂
島
舵
大
工
町
共
他
に
於
亡
盛
ん
に
行
は

れ
、
川
船
大
工
と
海
船
大
工
と
に
分
れ
て
延
享
年
間
既
に
線
数
二
千
人
徐
る
っ
た
。

織
維
及
染
色
工
業
に
属
す
べ
き
も
の
に
は
嶋
織
屋
の
如
吾
一
も
の
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
い
ふ
に
足
ら
守
、
重
要
注
る
は
染
物
業
で

あ
っ
た
。
等
し
〈
染
物
屋
と
栴
す
る
も
、
そ
れ
は
染
料
・
染
色
方
法
・
染
草
等
の
相
違
に
肱
じ
て
藍
無
地
染
屋
・
著
用
七
組
形
付
紺
屋
・

仕
入
形
付
紺
尾
・
絞
染
屋
・
茜
染
屋
(
一
に
紫
染
屋
と
も
い
と
・
更
紗
屋
・
紅
粉
染
屋
・
茶
染
屋
等
に
分
れ
、
夫
々
モ
の
領
分
を
厳
守
し
た
。



而
し
て
安
永
白
頃
に
は
此
等
染
物
屋
は
、
一
二
郷
及
び
町
綾
在
領
者
合
し
て
千
静
忙
及
ん
だ
と
い
ム
己
と
で
あ
る
か
民
、
そ
れ
が
如
何

に
盛
ん
で
あ
っ
た
か
を
時
ミ
窺
ム
己
と
が
出
来
よ
う
。
殊
に
仕
入
形
付
紺
屋
に
属
し
た
手
拭
染
は
、
維
新
後
に
於
て
も
全
図
的
に
知

ち
れ
た
工
業
で
あ
っ
て
、
「
手
拭
に
至
て
は
首
市
は
殆
ん
ぎ
他
に
て
競
争
す
る
事
能
は
ざ
る
の
地
位
を
占
め
り
。
荒
し
其
原
因
位
、
第

一
、
営
市
は
藍
・
緒
具
・
茨
等
の
買
入
に
使
左
る
事
、
第
二
、
河
水
の
斯
業
忙
趨
す
る
事
、
第
三
、
職
工
の
熟
練
に

L
て
最
も
勤
勉
す

る
事
、
第
四
、
木
繍
商
O
閥
係
是
れ
た
り
。
要
す
る
に
低
慣
に
し
て
佳
良
た
る
製
品
は
常
市
の
外
に
得
る
能
は
中
』
と
あ
る
の
は
日

清
戦
争
頃
の
記
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
買
に
江
戸
時
代
の
吠
態
に
就
て
も
受
営
す
る
と
と
ろ
で
あ
っ
た
。

化
製
工
業
に
属
す
ぺ
苦
菜
種
絞
油
業
は
早
く
よ
り
行
は
れ
、
元
和
年
聞
に
は
綿
貫
絞
油
業
も
始
ま
り
、
延
享
年
聞
に
は
大
限
に
於

け
る
雨
業
の
仲
間
前
者
武
百
五
十
軒
鈴
、
後
者
或
拾
七
軒
と
在
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
此
等
D
業
者
は
長
堀
・
東
城
・
阿
波
座
堀
・
上
町
・

天
満
等
に
所
在
し
た
が
、
そ
れ
は
此
等
白
地
が
原
料
及
製
品
D
輪
選
忙
使
利
友
水
還
に
恵
ま
れ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
般
に
近
畿

地
ト
』
は
全
国
的
な
産
油
地
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
絞
り
草
即
ち
茶
種
及
綿
貫
の
産
額
が
豊
宮
で
あ
っ
た
か
ら
忙
外
注
ら
や
、
大
版
は

買
に
そ
の
集
散
地
で
る
り
同
時
に
生
産
地
で
も
あ
っ
先
の
で
あ
る
。
従
っ
て
大
阪
製
自
泊
は
、
近
郷
白
泊
と
共
に
、
江
戸
口
泊
問
屋

に
よ
っ
て
江
戸
へ
、
京
口
泊
問
屋
及
泊
仲
買
を
通
じ
T
京
都
・
西
園
・
大
阪
市
中
及
び
近
在
へ
配
給
せ
ち
れ
て
ゐ
売
。
更
に
大
阪
に
は

此
等
の
油
の
精
製
が
、
初
め
は
泊
仲
買
に
よ
っ
て
、
後
に
は
油
問
屋
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
。
精
製
油
は
晒
し
油
と
稿
せ
ら
れ
、
費
附

白
原
料
や
香
油
の
主
材
料
に
供
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
大
蔵
永
常
の
「
製
油
録
L
K
は
左
O
如
く
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

『
賓
暦
の
頃
よ
り
糊
貨
を
採
、
漆
貨
同
様
白
生
峨
と
す
る
事
を
笹
し
よ
刀
、
種
子
拙
白
白
棋
を
日
に
晒
L
械
販
の
晒
た
る
に
交
へ
、

A

守
白
如
き
繋
什
と

す
る
事
と
は
な
り
向
。
明
和
安
永
の
頃
菜
積
子
油
田
早
晒
を
泉
州
堺
に
於
て
仕
始
し
土
砂
浪
華
に
う
つ
り
、
A
V
は
世
間
一
統
早
明
白
泊
而
巳
を
用
ふ

江
戸
時
代
白
大
医
白
工
業

= 

一

!大限市史」第 、1097-1098百
「商工詩組合股況調J(篤本)手拭染物業白部
佐谷勇ご氏「近世絞油業白雪量産J(本誌、第回六巻第四・大破)同氏「近世絞油業
白生産醐構J(本誌第四七巻第二競〉参照

)
)
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一一一一一一

る
事
と
な
り
け
り
。
又
常
世
受
に
ぬ
る
梅
花
抽
も
助
晒
唱
ぷ
ら
に
匂
を
つ
け
た
る
も
白
な
り
。
こ
の
一
間

L
油
・
梅
花
抽
と
も
に
大
坂
拠
を
撤
'
h
品ーと

す
る
事
な
れ
ば
、
持
閣
に
で
も
大
坂
製
を
用
ひ
給
~
か

L
。
』
(
悼
鮎
筆
者
)

江
戸
時
代
田
大
限
四
工
業

大
阪
に
は
主
た
製
蝋
業
が
行
は
れ
も
江
。
そ
の
う
ち
生
機
絞
業
は
享
保
十
九
年
以
来
D
生
業
で
あ
っ
て
、
安
永
四
年
に
は
五
十
五
軒

を
以
て
株
仲
間
を
組
織
す
る
己
主
を
詐
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
之
よ
り
も
寧
ろ
注
意
す
べ
き
は
咽
蝋
屋
で
あ
る
。
晒
蝋
は
主
と
し
て
之
に

晒
泊
を
加
へ
て
髪
附
油
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
生
活
の
向
上

EHれ
て
次
第
に
そ
の
需
要
増
加
し
た
。
前
掲
「
鮭
難
波
丸
綱
同
」
に

上
る
と
、
延
享
頃
晒
峨
昼
は
備
後
町
、
を
中
心
と
す
る
舶
揚
界
隈
‘
長
堀
D
沿
岸
及
び
道
頓
堀
下
流
地
域
に
四
十
数
軒
存
し
て
ゐ
売
が
、

幕
末
に
は
上
町
の
龍
遥
寺
町
よ
り
賑
町
へ
か
け
て
の
一
滑
に
集
園
地
域
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
。
と
り
立
地
の
移
動
と
共
に
終
日
営
規

模
蹟
大
し
、
手
工
的
工
場
工
業
の
形
態
が
後
遺
し
た
ゃ
う
で
あ
ス
可
。
と
の
愛
化
は
即
ち
需
要
増
加
に
膝
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
従
つ

て
大
阪
の
晒
蝋
は
市
内
以
外
忙
も
相
常
庚
昔
販
路
を
持
っ
た
己
と

L
思
ば
れ
る
。

之
と
問
機
の
も
の
に
漆
の
精
製
が
あ
る
。
そ
れ
は
諸
園
上
り
入
津
ず
る
生
漆
を
色
漆
其
他
に
精
製
す
る
白
で
あ
っ
て
、
漆
仲
買
の

管
業
に
属
し
加
。
塗
料
と
し
て
最
も
事
〈
漆
が
用
ゐ

ιれ
た
時
代
で
あ
る
か
ら
、
之
亦
重
要
友
工
業
で
あ
っ
た
。
同
じ
〈
塗
料
と
し

て
官
時
盛
ん
に
用
ゐ
ら
れ
た
も
の
に
丹
が
あ
る
。
丹
は
鉛
丹
と
も
い
弘
、
鉛
を
焼
い
て
製
せ
ら
る
ミ
純
赤
色
の
化
事
口
聞
で
あ
っ
て
、

車
に
舎
一
料
と
し
て
の
み
な
ら
や
、
車
問
薬
の
原
料
・
丸
薬
の
衣
友

E
に
も
用
ゐ
ら
れ
た
。
そ
の
製
法
は
中
世
堺
に
偉
へ
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
大
阪
に
も
侍
は
り
、
幕
府
は
堺
白
三
人
、
犬
阪
D
四
人
合
計
七
人
の
丹
師
を
『
御
定
丹
製
法
人
』
に
指
定
し

て
そ
の
保
護
と
取
締
り
に
任
じ
た
。
彼
等
は
そ
の
製
品
を
幕
府
白
御
用
に
併
し
残
徐
を
市
販
し
た
も
白
で
あ
っ
て
、
営
時
我
闘
に
於

け
る
丹
心
製
造
は
七
人
の
仲
間
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
と
い
つ
で
よ
い
円
。

「製抽錐」下、 y-1O丁
土居街雄氏r~本マ=ユフアクチユア因説J(11曙史畢研究J第一巻第四競)参照
[大匝商業習慣録J(黒羽兵治郎編「大医商業史料集成」第一軒)209頁。「大陸市
史」静二、 375買事p.~

[緒具染料商工史J293頁以下参照
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大
阪
は
ま
た
化
粧
品
白
主
産
地
で
あ
っ
た
。
髪
附
油
・
香
油
に
つ
い
て
は
前
に
鯛
れ
た
が
、
此
外
に
白
粉
が
あ
る
。
白
粉
は
丹
と

同
様
陀
鉛
を
焼
い
て
製
す
る
の
で
あ
っ
て
、
「
守
貞
漫
稿
」
に
『
白
粉
は
大
坂
に
て
製
之
、
共
家
を
竃
元
と
云
、
銭
屋
長
左
衛
門
・
蝦
屋

八
右
衛
門
・
奈
良
屋
・
丸
屋
等
五
六
戸
也
。
其
所
v
製
を
・
λ
坂
及
京
・
江
戸
に
も
買
得
て
、

放
に
京
白
粉
と

雄
も
皆
大
坂
製
也
。
蓋
大
坂
水
性
良
注
ら
や
、
故
に
其
原
製
に
上
ろ
し
く
、
京
師
は
再
精
製
に
良
敷
、
水
性
精
な
れ
ば
也
』
と
記
さ

再
製
し
て
婦
女
主
買
呂
、

れ
て
ゐ
る
如
く
、
大
阪
は
生
白
粉
の
主
産
端
で
あ
っ
た
。

更
に
大
阪
に
は
幕
府
よ
り
白
革
(
隠
皮
を
精
製
せ
る
も
の
)
製
治
の
濁
占
構
を
興
へ
ら
れ
た
白
草
師
が
あ
り
、
ま
た
費
薬
製
活
業
も
頗

る
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
前
述
D
如
〈
で
あ
る
。

食
料
品
工
業
に
属
す
る
主
要
工
業
に
は
酒
造
業
と
青
昆
布
製
造
業
と
が
あ
っ
た
。
酒
浩
業
は
江
戸
時
代
初
期
よ
り
盛
ん
注
工
業
で

あ
っ
て
、
鴻
池
家
の
遠
祖
山
中
新
六
が
伊
丹
よ
り
大
阪
に
移
っ
て
醸
造
揚
を
設
け
た
白
は
元
和
五
年
で
あ
り
、
高
治
一
冗
年
大
阪
に
沼

株
白
定
め
ら
れ
た
頃
の
三
郷
の
酒
造
屋
は
七
百
幹
徐
忙
上
っ
た
と
い
ふ
。
此
等
白
酒
屋
は
和
泉
町
・
内
久
実
寺
町
・
粉
川
町
あ
た
り
に

集
圏
を
造
り
、
そ
の
遁
沼
が
灘
・
伊
丹
・
地
問
の
酒
と
共
に
紅
戸
へ
も
盛
ん
に
叫
躍
ら
れ
た
と
と
は
周
知
の
と
己
ろ
で
あ
る
。

青
目
白
布
は
一
忙
切
昆
布
又
は
刻
昆
布
と
い
ひ
、
昆
布
を
細
〈
刻
ん
で
青
緑
色
に
着
色
加
工
せ
る
も
の
で
あ
る
。
大
阪
の
斯
業
は
享

保
年
代
忙
始
ま
り
、
幕
末
に
至
っ
て
江
戸
・
函
館
等
民
間
業
が
起
る
ま
で
は
、
全
園
の
需
要
を
一
4
T
K
充
た
し
、
更
に
支
那
へ
屯
轍

出
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
か
i
h

る
大
量
需
要
に
藤
宇
る
た
め
、
記
録
の
存
ず
る
限
り
、
そ
れ
は
手
エ
的
工
揚
工
業
の
形
態
で
潜
ま

れ
て
ゐ
た
。
大
阪
に
斯
〈
D
如
雪
工
業
が
護
達
し
た
白
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
此
地
が
北
前
崎
航
路
の
終
結
で
あ
り
、
昆
布
の
金
園

的
集
散
市
揚
で
あ
っ
た
か
ら
で
怠
る
。

江
戸
時
代
白
犬
医
白
工
業

ー
コ

「近世風悟志J上巻、 284頁
拙稿「大限白青昆布製造業J(l-頼済史掛究』第二二巻第五挽)参照
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江
戸
時
代
白
犬
医
白
工
業

= 
匹I

所
謂
雑
種
工
業
に
閉
居
す
る
も
の
は
、
各
種
の
装
身
具
・
章
一
物
・
指
物
・
扇
子
・
園
扇
・
履
物
・
轟
・
筆
・
回
目
・
袋
物
等
そ
の
種
類
頗
る
多
〈
、

大
工
・
左
官
等
の
工
人
の
仕
事
，
も
と
の
一
部
類
に
加
へ
て
上
い
で
あ
ら
う
。
此
等
D
工
業
は
大
阪
に
限
ら
宇
首
時
の
都
市
に
は
概
ね
存

し
た
と
己
ろ
で
あ
り
、
ま
た
一
々
に
つ
い
で
説
明
す
る
と
と
は
煩
に
控
へ
た
い
か
ら
、
特
色
あ
る
も
白
一
二
に
就
て
述
べ
よ
う
。

首
時
大
阪
は
足
袋
の
生
産
盛
ん
に
し
て
、
所
謂
足
袋
屋
は
河
内
木
綿
共
他
を
材
料
と
し
て
之
を
製
し
、
各
地
殊
に
江
戸
を
重
要
な

る
販
路
と
し
た
。
江
戸
で
は
大
阪
足
袋
と
稿
し
て
康
〈
需
要
せ
ら
れ
た
が
、
特
に
各
藩
邸
は
最
L

ん
の
得
意
先
で
あ
っ
て
、
足
袋
屋
自

身
げ
ん
は
子
代
が
常
時
江
戸
へ
出
張
し
て
蒋
邸
へ
の
買
込
に
任
じ
た
と
い
ふ
。
之
亦
木
綿
産
地
を
控
へ
て
ゐ
る
と
い
ふ
特
殊
事
情
に
促

さ
れ
て
務
達
し
た
工
業
で
あ
る
が
、
同
様
の
工
業
に
唐
弓
弦
製
造
業
が
あ
る
。
唐
弓
弦
は
一
に
綿
打
弦
と
い
ひ
打
綿
加
に
飲
く
べ
か

ち
ざ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
共
製
造
業
が
大
阪
に
起
っ
た
の
は
河
内
・
大
和
・
和
泉
等
の
棉
作
地
主
控
へ
亡
ゐ
た
か
ら
に
外
在
ら
ぬ
。
而

し
て
唐
弓
弦
屋
は
ま
遣
の
木
綿
町
・
繭
丘
町
・
仁
右
衛
門
町
議
に
集
住
し
て
ゐ
た
が
、
天
明
頃
の
記
録
に
上
る
と
そ
D
数
百
二
十
数
戸

に
上
り
、
職
方
と
稿
ず
る
下
械
も
三
百
五
十
戸
あ
っ
た
と
い
ム
己
と
で
あ
る
か
ら
、
如
何
に
そ
れ
が
盛
ん
で
あ
っ
た
か
Y
知
ち
れ
る

で
あ
ち
ぅ
。
唐
弓
弦
は
鯨
D
繊
維
を
一
一
ペ
で
閉
め
て
製
す
る
白
で
る
る
科
、
明
治
初
年
の
欣
態
を
古
老
に
聞
け
ば
、
ミ
ム
程
の
一
部
を

峨
み
に
委
託
し
仕
上
げ
を
弦
屋
?
行
ム
の
で
あ
っ
て
、

仕
上
げ
の
み
に
二
三
一
十
人
の
恩
人
を
使
っ
て
ゐ
た
と
い
ふ
ζ

と
で
あ
る
か

ら
、
そ
白
経
替
は
手
工
的
工
揚
工
業
で
あ
っ
た
と
推
察
す
る
と
と
が
出
来
ょ
う
。
そ
白
製
品
は
全
国
各
地
に
販
貰
せ
ら
れ
、
寅
に
大

阪
は
殆
ど
唯
一
白
生
産
地
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

工

業

者

「大阻商業史責料JCf浪速説書」第九)121買
「大臣市此」第三、1I38頁
「大風市史」には牛白筋を以て製ナとあるが、古老白談話によれば鯨白繊維を
以て製L たとい~。
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官
時
の
工
業
者
は
普
通
に
職
人
と
呼
ば
れ
た
。
描
珊
輸
師
・
鋳
物
師
・
塗
師
職
・
大
工
臓
・
鍛
冶
峨
な

E
は
そ
の
著
例
で
あ
る
。
4

ん
も
職

人
た
る
語
は
親
方
に
封
ず
る
職
人
印
ち
補
助
従
業
員
の
一
種
を
指
し
て
用
ゐ
ら
れ
た
場
合
も
あ
る
が
、
普
通
に
は
濁
立
の
侍
業
者
の

稲
坪
で
あ
っ
た
。
そ
の
業
態
は
大
般
需
要
者
又
は
商
人
の
注
文
に
膝
じ
て
生
産
す
る
の
が
主
で
あ
っ
た
と
考
へ
ち
れ
る
。

と
の
職
人
に
は
種
々
の
蹴
軸
か
ら
種
々
の
一
回
別
等
級
が
あ
っ
た
。
先
づ
鼎
ぐ
べ
き
は
御
加
問
峨
人
と
平
峨
人
と
の
別
で
あ
る
。
御

用
問
峨
人
は
首
時
幕
府
・
諸
侯
主
り
特
殊
白
待
過
を
受
け
た
峨
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
種
類
並
に
数
は
包
戸
に
最
も
多
か
っ
た
が
、
大

阪
城
を
挫
へ
た
大
阪
に
も
存
し
た
。
か
の
三
町
人
と
郁
せ
ら
る
ta
寒
天
取
締
り
尻
崎
叉
右
衛
門
・
御
瓦
師
寺
島
藤
右
術
円
・
御
大
工
山

村
奥
幼
が
特
殊
白
地
杭
と
門
閥
、
戸
一
を
誇
っ
た
と
と
は
E

L
陀
説
明
を
要
し
た
い
が
、
そ
の
う
ち
山
村
の
配
下
に
属
し
た
諸
峨
人
の
棟

梁
も
御
用
聞
峨
人
で
あ
っ
た
。
「
山
村
輿
助
由
絡
事
」
に
『
私
支
配
之
大
工
は
勿
論
、
ん
坂
表
大
半
憶
成
者
吟
味
仕
、
御
普
請
御
用
巾

付
相
勤
来
伎
、
尤
伏
見
d
引
越
申
候
木
控
・
屋
根
葺
・
桶
師
・
左
官
、
有
之
御
用
達
共
を
伏
見
組
と
申
、
伏
見
以
来
d
支
配
仕
、
共
外

井
戸
掘
・
石
切
・
墨
刺
・
鍛
治
・
塗
師
・
張
付
師
、
右
の
御
用
達
共
も
支
配
仕
、
大
坂
住
居
憶
成
平
職
人
共
を
右
峨
の
棟
梁
共
吟
味
仕
、

帳
面
取
置
、
御
用
申
付
候
』
と
忘
る
が
如
く
、
伏
見
組
に
局
す
る
諸
峨
の
棟
梁
及
び
山
村
支
配
の
共
他
諸
臓
の
棟
梁
は
総
て
御
用
聞

職
人
で
あ
っ
て
、
夫
々
そ
の
配
下
の
平
峨
人
の
名
簿
を
作
製
し
世
雪
、
公
加
に
際
し
て
所
要
人
数
を
徴
愛
し
た
の
で
あ
る
。
此
等
の

御
用
聞
職
人
の
外
に
御
弓
師
・
御
金
物
師
・
御
墓
附
等
D
城
中
仰
向
入
の
職
人
も
あ
っ
た
。
而
し
て
上
格
の
御
用
聞
職
人
は
多
ぐ
扶
持

を
受
付
、
古
宇
帯
万
を
許
2
れ
、
或
者
は
更
に
役
屋
敷
を
貰
ふ
た
ど
土
分
の
待
泡
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
貫
際
の
仕
事
は
多
〈

ノ

之
を
平
職
人
に
行
は
せ
た
。
平
峨
人
は
御
用
聞
峨
人
に
針
ナ
る
意
味
で
用
ゐ
ら
れ
た
稀
呼
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
御
用
聞
峨
人
白
配
下

に
属
し
た
職
人
D
み
を
指
し
た
も
の
で
は
を
い
。
挙
る
そ
り
支
配
外
に
相
倒
立
し
た
平
職
人
が
多
か
っ
た
。
而
し
て
そ
の
う
ち
に
於
て

江
戸
時
代
白
大
腹
自
工
業

= 
五

遠藤元男氏「近1止職人目都市生活動描J(，歴史串肝究」第一巻第三・四披)参照
「大阻市且」第五、 '54頁
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江
戸
時
代
目
大
陸
白
工
業

= 
占
ノ、

も
師
と
峨
ム
」
の
問
例
へ
ば
醜
櫨
師
と
披
礎
臓
と
の
聞
に
は
多
少
格
式
。
上
下
が
あ
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。

bv
ヨ
タ
ア
キ
U
ド

工
業
者
に
は
峨
人
の
外
に
職
商
人
と
稽
せ
ら
る
t
A

も
の
が
あ
っ
た
。
雨
者
の
別
は
寅
際
に
於
て
は
必
や
し
も
明
か
で
た
い
が
、
概

念
的
に
は
、
職
人
が
上
述
白
如
〈
注
文
生
産
を
主
と
せ
し
に
針
し
、
職
商
人
は
庚
〈
販
買
を
目
的
と
せ
る
手
工
業
者
で
あ
っ
て
、
足

袋
屋
・
白
粉
屋
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
4

ん
も
何
々
屋
と
稿
ナ
る
も
の
が
綿
て
職
商
人
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
た
く
、
藍
無
地
染
屋
・
紅

染
屋
由
如
き
は
純
然
た
る
峨
人
で
あ
っ
た
。

一
般
に
何
々
屋
と
稿
へ
る
と
と
は
商
業
白
殻
建
せ
る
時
代
の
、
殊
に
商
都
大
阪
の
習
慣

で
あ
り
、
業
者
の
誇
旬
で
あ
っ
て
、
多
少
ム
」
も
に
商
品
生
産
を
行
ふ
も
の
は
綿
一
」
何
々
屋
と
稿
へ
た
ゃ
う
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て

も
職
商
人
の
名
の
下
に
包
括
せ
ら
る
t
A

手
工
業
者
の
一
園
が
現
は
れ
て
来
た
と
と
は
、
商
品
生
産
の
質
建
と
関
聯
し
て
興
味
あ
る
事

柄
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
商
品
生
産
を
円
的
と
す
る
も
り
に
あ
っ
て
も
洞
遣
業
者
・
絞
泊
屋
等
は
職
商
人
と
は
多
少
概
念
を
異
に
し
、
彼
等
は
今

日
所
謂
製
誼
家
で
あ
っ
た
。
晒
蛾
屋
・
青
昆
布
屋
・
唐
弓
弦
屋
・
鵠
米
屋
左
ど
も
同
様
で
あ
っ
て
、
即
ち
弊
働
者
を
用
ゐ
て
生
産
に
続

事
ず
る
此
等
の
工
業
者
は
、
職
人
的
左
手
工
業
者
と
は
具
り
、
い
は
w
h

業
主
で
あ
り
工
企
業
家
で
あ
っ
た
。
而
し
て
と
の
事
は
職
人

的
手
工
業
以
上
に
規
模
の
大
た
る
工
業
白
後
建
と
聯
闘
ナ
る
と
と
ろ
で
あ
っ
て
、
卒
凡
で
は
あ
る
が
J

工
業
禁
建
史
上
注
意
す
べ
き

結
で
あ
ら
う
。

以
上
の
外
所
謂
商
人
忙
し
て
工
業
に
携
っ
て
ゐ
た
も
白
も
あ
る
。
前
誠
一
心
如
く
泊
仲
買
又
は
油
問
屋
が
油
C
精
製
を
、
漆
仲
買
が

漆
の
精
製
を
行
ひ
し
が
如
昔
そ
白
例
で
あ
る
が
、
晒
機
業
に
就
て
も
天
保
十
三
年
の
記
録
に
は
『
(
蝋
)
仲
買
は
問
屋
よ
り
買
取
候
生

臓
、
銘
々
手
元
に
而
晒
蹴
に
製
法
い
た
し
、
或
生
蝋
之
催
地
廻
髪
附
屋
・
蝋
燭
屋
共
外
問
屋
同
様
所
々
え
貰
捌
』
と
あ
っ
て
、
蹴
仲

「大医市史 l第五、 657頁1¥) 



買
は
同
時
忙
晒
峨
屋
白
業
務
を
も
行
っ
て
ゐ
た
ゃ
う
で
あ
る
。
「
大
阪
商
業
史
資
料
L

忙
『
仲
買
は
他
園
商
人
及
小
責
人
目
注
文
を
受

て
問
屋
上
旬
買
入
れ
、
之
れ
を
寅
渡
し
、
或
は
自
己
の
見
込
を
以
て
問
屋
よ
り
買
入
れ
‘
又
は
物
品
忙
粧
飾
製
浩
等
を
加
へ
、
之
を
他

関
商
人
及
び
小
賀
人
忙
買
渡
す
等
主
本
務
と
し
、

又
産
出
地
に
就
て
買
取
り
或
は
需
用
人
へ
直
に
貰
渡
す
等
の
も
D
あ
り
。
(
中
略
)

叉
峨
工
を
屈
入
れ
或
は
峨
工
に
命
じ
物
品
製
作
等
を
た
さ
し
め
、
叉
は
峨
一
ム
よ
り
買
取
ゎ
之
を
他
圃
及
び
小
賢
人
・
需
要
人
等
へ
販

震
な
す
も
の
も
亦
た
問
屋
正
明
刑
す
る
も
の
あ
り
』
と
あ
る
が
如
く
、
問
屋
・
仲
買
は
吋
必
宇
し
も
そ
の
全
部
が
商
品
を
お
か
ら
左
へ

輔
買
す
る
と
と
白
み
を
業
と
し
て
ゐ
た
わ
け
で
は
左
か
っ
た
の
で
あ
る
。

右
O
記
事
に
『
職
工
に
命
じ
物
品
製
作
等
を
注
さ
し
め
』
と
あ
る
が
如
く
、
所
謂
職
人
の
う
ち
に
は
商
人
・
製
造
家
又
は
他
の
職
人

の
た
め
に
製
造
加
工
忙
従
事
す
墨
も
白
が
あ
っ
た
。
唐
弓
弦
屋
白
職
方
に
就
て
は
前
に
漣
べ
た
と
と
ろ
で
あ
り
、
叫
盟
師
職
に
も
下
職

や
日
原
働
の
木
地
職
自
存
し
た
と
と
が
一
不
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
斯
〈
の
如
き
例
は
多
数
作
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て

職
人
白
う
ち
に
は
濁
立
の
業
者
た
り
得
十
、
或
は
凋
立
白
業
者
よ
り
特
落
し
て
下
職
と
な
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
尤
も
染

物
職
の
如
曹
は
業
務
の
性
質
上
網
て
い
は
ど
木
綿
商
白
下
職
で
あ
り
、
種
々
の
賄
に
於
て
制
肘
を
受
け
た
同
町
、
必
宇
し
も
濁
立
性
を

喪
失
し
た
冒
と
は
い
へ
な
か
っ
た
。

四

車豆

形

態

管

生
産
技
術
が
手
工
的
で
あ
っ
た
営
時
に
於
て
、

犬
部
分
の
工
業
が
草
た
る
手
工
業
の
段
階
に
止
っ
て
ぬ
た
と
と
は
い
ム
迄
も
友

ぃ
。
或
種
の
工
業
例
へ
ば
万
鍛
冶
の
如
き
に
於
で
は
製
法
を
一
子
相
停
の
秘
事
と
せ
し
も
の
も
あ
り
、
多
少
と
も
に
商
品
生
産
を
行

江
戸
時
向
甲
大
陸
自
工
業

= 
七
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江
戸
時
代
白
土
医
白
工
業

主主

i¥. 

ふ
峨
商
人
に
あ
っ
て
も
か
L
る
傾
向
が
存
し
た
白
で
あ
る
か
ら
、
他
の
保
件
を
無
減
し
で
も
、
手
工
業
の
段
階
に
止
ま
ち
ぎ
る
を
得

た
か
っ
た
。

多
少
と
も
に
大
が
t
A

り
た
道
具
を
使
用
す
る
工
業
、
例
へ
ば
糠
纏
娩
物
業
に
於
て
は
、
株
仲
間
規
約
に
よ
っ
て
業
者
一
人
に
つ
昔

抽
問
機
豪
一
一
挺
以
内
に
制
限
せ
ら
れ
、
と
り
賄
工
り
も
大
規
模
化
を
妨
げ
ら
れ
た
白
立
木
と
稀
し
て
一
義
に
つ
き
約
五
人
の
努
働
者
そ

要
す
る
道
具
を
使
用
す
る
と
こ
ろ
の
絞
油
業
に
於
て
も
、
大
阪
D
同
業
者
は
そ
D

一
肇
若
く
は
二
叢
を
持
つ
に
過
ぎ
宏
か
っ
た
が
、

之
亦
一
つ
に
は
同
様
の
制
限
が
存
し
た
か
ら
で
は
な
か
ら
う
か
、
ま
た
揚
米
屋
?
っ
ち
に
は
唐
臼
数
蓋
を
備
へ
て
精
白
に
従
事
し
た

も
白
も
あ
っ
た
が
、
手
主
的
工
場
工
業
と
は
冊
惜
し
難
い
扶
態
で
あ
っ
た
。

併
し
乍
ら
、
此
問
手
工
的
工
場
工
業
の
形
態
を
と
る
工
業
も
あ
っ
た
。
杜
氏
以
下
多
数
の
持
働
者
を
必
要
と
す
る
酒
遣
業
は
そ
の

典
型
的
友
も
の
で
あ
る
が
、
晒
蝋
業
・
青
昆
布
製
法
業
・
唐
弓
弦
製
造
業
も
、
少
ぐ
と
も
幕
末
比
於
て
は
と
白
形
態
の
下
に
皆
垂
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
銅
精
錬
業
も
荒
銅
(
山
出
し
の
粗
鋼
}
白
性
質
及
び
精
錬
工
程
に
膝
じ
て
・
合
吹
・
南
師
団
吹
・
友
吹
・
間
吹
・

小
吹
友
ど
夫
々
吹
方
を
異
忙
し
、
此
等
が
一
軒
。
銅
吹
屋
に
よ
っ
て
合
せ
皆
ま
れ
て
ゐ
た
か
弘
、
手
工
的
工
揚
工
業
で
あ
っ
た
己
〉
一

推
察
に
難
〈
な
い
。
此
外
徴
す
べ
き
文
献
は
存
し
泣
い
が
、
瓦
製
法
業
・
舶
大
工
業
白
う
ち
に
も
と
の
形
態
の
猿
達
し
て
ゐ
た
と
ム
一

が
想
像
さ
れ
る
。

以
上
の
如
〈
、
経
皆
形
態
と
し
て
は
手
工
業
が
最
も
多
〈
行
は
れ
、
特
殊
D
工
業
に
於
て
手
工
的
ヱ
揚
工
業
の
刊
沼
津
が
見
ら
れ
た

が
、
そ
の
手
工
業
に
於
て
も
業
者
草
舗
に
生
産
に
従
事
し
た
ゃ
う
危
揚
合
は
例
外
的
で
あ
っ
た
と
考
へ
て
主
い
。
卸
ち
伺
れ
に
於
て

も
補
助
者
が
用
び
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
例
へ
ば
税
調
焼
物
臓
に
於
て
は
子
・
兄
弟
の
如
き
家
族
従
業
員
の
外
に
年
季

白柳芽糊氏「住友物語 147-48頁19) 



明

叫

奉
公
人
と
手
間
取
が
あ
り
、
足
袋
装
束
屋
に
は
奉
公
人
と
下
職
人
と
が
あ
り
、
島
一
臓
に
は
助
職
人
(
又
は
刷
働
人
)
と
徒
弟
と
が
あ
っ

た
d

此
等
の
揚
合
に
於
け
る
年
季
奉
公
人
・
奉
公
人
・
徒
弟
は
何
れ
も
同
一
性
質
白
も
り
で
、
邸
ち
業
主
よ
り
衣
食
の
支
給
を
受
け
て

技
術
上
共
他
り
教
養
を
積
み
、
他
臼
一
人
前
の
峨
人
と
た
る
と
と
を
期
待
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
商
家
に
於
て
か
E
A

る
奉
公
人
を

一
般
に
丁
稚
と
呼
ん
だ
の
に
劃
し
、
工
業
に
於
て
は
弟
子
と
総
揺
せ
ら
れ
た
や
ろ
で
あ
る
。

右
の
手
間
取
・
下
職
人
・
助
職
人
等
は
親
方
に
封
ず
る
意
味
で
白
職
人
で
あ
っ
て
、
既
に
一
定
。
腕
前
を
有
し
、
出
来
高
メ
は
時
間

に
上
っ
て
賃
銀
を
奥
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
そ
れ
は
必
宇
し
も
徒
弟
よ
り
親
方
に
至
る
聞
に
経
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
段
階

と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
例
へ
ぽ
前
蓮
の
醜
櫨
挽
物
業
に
つ
い
て
い
へ
ぽ
、
午
季
奉
公
人
・
手
間
取
共
に
濁
J
L
し
て
株
仲
間
に
加
入
す

る
己
と
が
出
来
、
而
も
加
入
に
際
し
て
提
出
す
べ
き
顔
見
世
銀
は
年
季
奉
公
人
一
一
雨
二
分
に
封
し
て
千
間
取
は
四
隔
で
あ
っ
た
ロ

年
季
奉
公
人
よ
り
世
直
ち
に
親
方
即
ち
濁
立
の
峨
人
と
せ
ら
れ
た
例
は
青
昆
布
製
造
業
に
も
見
ら
れ
り
向
。
此
等
一
二
の
例
を
以
て
推

断
ず
る
己
と
は
受
賞
で
は
た
か
ら
う
が
、
営
時
て
業
忙
於
て
は
商
家
に
於
け
る
丁
稚
・
手
代
・
番
頭
等
の
巌
密
在
階
梯
は
た
く
、
所
謂

年
季
奉
公
人
が
各
種
の
補
助
者
中
最
も
傘
重
せ
ら
れ
た
も
白
で
は
な
い
か
と
息
は
れ
る
。
勿
論
下
職
人
・
助
職
人
・
手
間
取
等
は
所
謂

不
熟
練
持
働
者
で
は
た
〈
、
年
季
奉
公
共
他
の
方
法
で
技
術
を
習
得
せ
る
も
D
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
年
季
奉
公
主
終
つ
で
も
仲
間
加

入
の
制
限
共
他
種
々
の
事
情
で
必
や
し
も
一
人
前
の
峨
人
と
た
り
得
ざ
る
が
故
に
斯
く
り
如
昔
も
の
が
生
じ
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
等

は
週
歴
修
業
の
意
味
で
な
〈
て
勤
先
を
特
換
し
た
か
ち
、
従
っ
て
仲
間
組
合
の
申
合
せ
に
は
彼
等
に
劃
す
る
取
締
り
が
最
も
巌
密
K

規
定
せ
ら
れ
た
D
で
あ
る
。

多
少
と
も
に
多
く
の
弊
働
力
を
要
す
る
で
業
例
へ
ぽ
青
見
布
製
造
業
に
於
て
は
、
以
上
白
如
き
補
助
者
の
外
に
常
雇
・
日
雇
の
男

江
戸
時
代
白
大
限
目
工
業

九
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江
戸
時
代
田
大
民
自
工
業

四
O 

女
持
働
者
が
使
用
せ
ら
れ
、
沼
遣
業
・
絞
油
業
・
揚
米
屋
等
は
全
然
所
謂
勢
働
者
白
井
働
に
依
存
し
た
。
酒
造
業
に
就
て
は
説
明
を
要

し
な
い
が
、
絞
油
業
に
就
て
日
清
戦
争
頃
り
記
事
に
『
泊
絞
(
袖
粧
勢
働
者
の
と
と
)
の
雇
入
は
袋
屋
と
稀
ナ
る
口
入
業
よ
り
紹
介
す
。

本
人
身
元
の
引
受
け
、
賃
銭
。
約
定
等
は
一
切
此
袋
屋
の
負
婚
に
係
れ
り
。
油
絞
は
彼
の
所
謂
酒
屋
男
・
米
揚
男
等
と
粗
ぽ
相
似
た

る
も
む
に
し
て
、
概
ね
定
業
た
ま
無
頼
白
徒
を
多
し
と
す
。
即
ち
撤
廃
・
大
和
・
安
萎
・
丹
波
の
諸
国
よ
り
出
稼
ナ
る
も
り
な
り
」
と
あ

る
と
己
ろ
は
、
之
を
・
礼
戸
時
代
忙
も
趨
用
し
得
る
で
る
ら
う
。
市
し
て
町
奉
行
は
此
等
の
努
働
者
共
他
無
宿
者
の
保
護
取
締
り
の
た

め
に
、
長
町
六

7
目
上
り
九
丁
閏
に
至
る
四
ケ
町
の
宿
屋
を
し
て
彼
等
の
宿
泊
・
就
職
等
を
取
扱
は
せ
て
ゐ
た
が
、
同
様
の
業
を
替

む
も
白
濫
出
し
て
取
締
り
が
不
可
能
と
た
っ
た
と
と
ろ
か
ら
、
安
政
六
年
に
至
り
長
町
の
宿
屋
を
『
働
人
足
淘
所
』
に
指
定
し
、
揚
米

屋
・
酒
造
屋
・
絞
油
屋
へ
腫
は
る
e
h

者
は
必
中
と

D
足
惚
所
を
経
ペ
〈
、
ま
た
右
白
三
業
者
は
、
無
宿
空
人
別
の
者
を
雇
入
れ
る
揚
今

に
は
必
宇
足
溜
所
よ
り
雇
入
る
べ
し
と
定
め
た
。
持
働
者
の
雇
入
に
於
て
右
白
三
業
主
特
に
名
指
し
て
ゐ
る
の
は
、
其
等
が
あ
ら
ゆ

る
揚
合
に
最
も
多
〈
統
制
の
封
象
と
せ
ら
れ
た
か
ら
で
も
あ
る
が
、
同
時
に
此
等
三
業
が
か
i
h

る
曲
目
働
者
を
最
も
多
〈
使
用
し
た
E

と
も
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

此
外
唐
弓
弦
製
造
業
・
晒
蝋
業
に
於
て
も
多
数
白
勢
働
者
が
使
用
さ
れ
た
が
、
そ
り
性
質
は
詳
か
で
な
い
。
た
wh
唐
弓
弦
屋
が
白

家
に
使
用
す
る
弊
働
者
の
み
に
て
は
足
ら
宇
し
て
下
職
に
工
程
。
一
部
を
請
負
は
せ
、
下
職
の
数
が
弦
屋
工
り
遥
か
に
多
か
っ
た
E

と
は
前
に
漣
べ
た
如
〈
で
あ
っ
て
、
即
ち
己
主
で
は
手
工
的
工
揚
工
業
が
問
屋
制
家
内
工
業
に
劃
し
て
支
配
的
地
位
を
占
め
て
ゐ
党

の
で
あ
る
。

本
項
に
於
て
附
一
言
す
べ
き
は
、
近
郷
に
設
達
し
た
水
車
経
品
目
に
よ
っ
て
大
阪
白
工
業
が
座
泊
一
を
受
け
た
乙
と
で
あ
る
。
そ
の
一
つ

「商工詩組合般況調J(宮本)絞油商の部
「大阻市史」第四、下、 2272，2305， 2389頁参照
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の
例
は
享
保
年
聞
に
灘
目
雨
組
と
稀
せ
ら
石
L
撮
津
園
武
庫
・
嘉
原
・
八
部
一
ニ
郡
白
水
車
絞
油
業
が
護
達
し
て
、
一
二
郷
絞
油
業
が
多
大

の
影
響
を
受
け
た
と
と
で
あ
り
、
他
の
例
は
三
郷
澗
遣
業
が
近
在
の
水
車
稼
消
浩
業
の
影
響
を
受
付
て
表
額
し
た
と
と
で
あ
る
ロ
前

加

者
に
就
て
は
既
に
佐
谷
氏
の
研
賓
が
あ
る
か
ら
之
を
略
し
、
後
者
に
就
て
、
天
明
四
年
忙
仲
間
か
ら
町
奉
行
所
に
提
出
せ
る
願
色
町
の

左
白
一
節
に
よ
っ
て
之
を
一
不
さ
う
。

『
大
担
三
榔
酒
誼
株
之
議
、
高
拍
元
成
年
曾
我
又
左
荷
門
様
・
松
平
草
人
正
様
御
在
勤
之
節
・
8
私
共
へ
支
配
誼
叩
付
、
石
改
杯
仕
、
株
札
摘
渡
来
申
候
、

右
師
は
酒
造
日
間
凡
七
百
軒
儲
栴
座
候
雨
、
商
賀
鎌
昌
仕
韓
、
尤
酒
誼
方
之
儀
被
何
付
杯
嗣
座
候
筒
も
、
背
中
之
義
に
而
取
締
宜
敷
榊
座
候
庭
、
託
来

揺
州
之
内
在
々
に
而
水
車
韓
酒
遺
多
仕
、
石
敷
杯
勝
手
に
仕
九
仕
、
首
時
凡
荒
百
軒
儲
榊
庫
住
而
商
喪
繁
昌
仕
齢
、
右
に
付
大
坂
出
誼
屋
不
景
気
に

龍
車
、
年
々
酒
誼
相
時
、
官
時
四
百
軒
程
に
罷
成
帳
に
付
、
浮
株
凡
=
一
百
軒
儀
調
座
候
、
依
之
右
在
々
泊
誼
屋
共
へ
右
梓
枯
貸
付
、
三
榔
並
在
方
平

撃
に
両
貰
俗
世
候
は
ど
、
一
一
一
郷
酒
詮
辰
也
々
紫
昌
佐
』
(
下
略
)

水
車
絞
泊
は
絞
り
草
の
砕
末
工
程
に
、
水
車
酒
造
は
米
の
精
白
工
程
に
夫
々
水
草
を
利
則
す
る
も
白
で
あ
っ
て
、
他
D
工
程
は
棉

て
手
工
的
で
あ
っ
た
が
、
と
の
一
部
の
一
工
程
の
動
力
化
に
よ
っ
て
、
水
車
利
用
の
使
た
き
大
阪
り
工
業
は
、
手
工
業
の
域
を
股
せ
ざ

る
絞
油
業
も
、
手
工
的
工
揚
工
業
の
域
に
進
め
る
酒
浩
業
も
、
共
に
犬
な
る
塵
迫
を
蒙
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

E
t
A
に
近
代
的
動
力
に

裏
士
れ
ざ
り
し
首
時
の
、
都
市
工
業
白
弱
貼
の
一
つ
が
見
附
さ
れ
る
白
で
あ
る
。

五

組

会

仲

間

江
戸
時
代
工
業
者
は
商
人
と
同
様
忙
、
同
業
者
相
寄
っ
て
仲
間
組
合
を
組
織
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
公
然
官
許
を

得

τ、
邸
ち
株
数
を
定
め
て
仲
間
判
形
肢
を
上
り
、
多
〈
白
揚
合
年
々
冥
加
金
を
納
め
て
、
そ
の
日
営
業
を
組
側
占
せ
し
も
り
を
株
仲
間

江
戸
時
代
目
大
陸
自
工
業

四

住谷勇二民、前稿論文
生駒試文書
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江
戸
時
代
目
大
阻
の
工
業

gg 

と
い
ひ
、
然
ら
ざ
る
も
の
帥
ち
内
々
。
仲
間
た
る
に
過
ぎ
注
い
も
の
を
草
忙
仲
間
と
稀
し
た
。
大
阪
に
於
て
始
め
て
結
成
せ
ら
れ
た

工
業
株
仲
間
は
、
文
献
に
徴
し
得
る
限
り
、
賓
幅
四
五
年
の
探
知
…
地
染
屋
仲
間
で
あ
っ
て
、
繭
後
明
和
・
安
永
・
天
明
年
問
、
帥
ち
所
謂

岡
沼
時
代
に
入
り
℃
そ
の
結
成
が
績
々
行
は
れ
た
o

之
れ
諸
仲
間
に
於
て
濁
占
の
意
欲
が
活
滋
と
た
っ
た
と
と
、
並
に
幕
府
が
株
仲

問
白
許
可
に
よ
っ
℃
冥
加
金
収
入

E
事
げ
ん
と
し
た
と
と
等
の
諸
事
情
に
促
が
さ
れ
た
現
象
に
外
注
ち
な
い
が
、
何
れ
に
し
て
も
株

仲
間
以
前
に
阜
在
る
仲
間
が
有
し
、
仲
間
内
部
の
同
業
者
の
取
締
り
左
仲
間
外
の
同
業
者
の
制
勝
と
に
営
っ
て
ゐ
た
己
と
は
容
易
に

株(推
七EZ察
拾 nし
六)得
軒る
御と
免 E
被ろ
成で
下あ
伐つ
はて
に部)

"=e例
ーへ
々

ff' 
と
み白

官議
員仲
量骨 間
拍 c 帳
lH 而I
峨量
4中言
問，~

株百
艇 EE
前主主
書諜
t亡〕

i主モ
買イ中
鎗問
箔不
打取
職締
之御
者座

候
常 t亡
地付
t亡、

而此
L主 J土E
私イ中
共間
四取
人繍

之之

外
同
職
之
者
保
之
、
然
底
近
来
無
印
の
貫
鍬
箔
・
銅
箔
と
名
付
、
仲
間
外
に
而
打
立
、
取
扱
仕
候
も
D
も
有
之
候
に
付
、
箔
不
例
に

凶

相
成
、
茜
難
綻
仕
候
』
と
あ
る
D
は
そ
れ
を
示
し
て
ゐ
る
。

h

L
る
仲
間
が
何
時
頃
か
ら
愛
生
し
た
か
明
ら
か
で
友
い
が
、
例
へ
ぽ
酒
造
業
に
於
て
は
明
層
三
年
に
泊
株
制
度
が
確
~
止
し
た
頃

に
は
既
に
仲
同
が
存
し
た
と
M
A
は
れ
る
。
蓋
し
己
の
制
度
の
確
立
維
持
の
た
め
に
は
、
業
者
が
仲
間
を
結
び
年
行
事
白
如
き
役
員
に

止
っ
て
統
制
せ
ら
れ
る
と
と
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
っ
て
、
延
享
四
年
目
「
鮭
難
波
丸
綱
目
」
に
「
酒
造
株
、
北
組
百
八
拾
四
株
、
南

組
一
二
百
拾
或
株
、
天
満
組
百
五
拾
株
』
と
あ
る
の
は
三
郷
沼
浩
仲
間
内
部
の
組
分
け
を
不
し
た
も
り
で
あ
る
(
酒
棋
に
つ
い
て
は
後
夢
。

絞
油
業
に
於
て
は
寛
文
九
年
比
町
奉
行
裁
定
の
下
忙
仲
間
制
度
が
成
立
し
た
。
帥
ち
元
和
年
間
綿
貫
絞
油
屋
が
起
り
、
弐
第
に
在
来

の
菜
種
絞
油
屋
の
販
路
を
侵
す
に
及
ん
で
雨
者
の
聞
に
紛
争
が
生
じ
た
が
、
結
局
寛
文
九
年
町
奉
行
石
丸
定
次
の
調
停
に
よ
っ
て
、

捕
者
夫
々
年
行
事
を
置
き
検
査
に
任
ぜ
し
む
る
と
と
其
他
白
保
件
を
以
て
和
解
が
成
立
し
た
白
で
る
つ
丸
、
議
忙
半
官
公
許
の
仲
間

「大町市史」第五、 73'頁
向上、7泊頁
「大駈市史」第一、 4"頁
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が
成
立
し
た
と
見
て
よ
い
の
で
あ
る
。
而
L
て
此
等
雨
絞
油
屋
の
仲
間
は
明
和
七
年
に
至
っ
て
始
め
て
株
仲
間
と
友
っ
た
。
更
に
丹

の
製
遣
に
つ
き
、
幕
府
が
元
文
二
年
大
阪
及
堺
の
七
名
の
丹
師
を
御
定
丹
製
法
人
に
指
定
し
た
と
と
は
既
K
遁
べ
た
が
、
己
の
丹
師

仲
間
は
阜
た
る
仲
間
で
あ
っ
て
株
仲
間
で
は
な
か
っ
た
。
尤
も
と
の
仲
間
に
は
共
問
機
関
と
し
て
御
定
丹
改
所
が
設
け
ら
れ
、
仲
間

白
製
品
は
線
て
此
慮
へ
持
寄
っ
て
検
査
の
土
、
上
中
下
の
品
位
に
分
ち
検
印
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

E

D
検
印
友
き
丹
は
販
責
し

得
ざ
る
定
め
で
あ
り
、
従
っ
て
仲
間
外
に
同
業
者
の
費
生
す
る
E
と
を
防
止
す
る
上
に
於
て
は
、
株
仲
間
以
上
白
組
織
力
を
持
っ
て

ゐ
た
と
い
は
ね
ぽ
友
ら
ぬ
。
此
等
と
同
様
白
も

D
K
揚
米
屋
仲
間
が
あ
っ
た
。

以
上
の
例
は
幕
府
の
工
業
取
締
策
と
諸
接
友
閥
係
を
持
っ
た
仲
間
で
あ
り
、
幕
府
の
立
揚
よ
り
す
れ
ば
株
仲
間
と
同
等
或
は
そ
れ

以
上
の
重
要
性
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
更
忙
「
大
阪
商
業
史
資
料
」
忙
は
「
明
和
年
聞
の
大
阪
商
業
仲
間
」
の
題
下
に
「
右
之
外
御

臨
は
巾
上
ぐ
る
も
諸
仲
間
の
外
忙
し
て
名

H
D
立
ち
し
商
人
は
概
略
左
の
如
し
」
と
し
て
坐
蝋
絞
屋
・
銅
細
工
人
仲
間
・
仕
入
紺
屋
・
藍

無
地
染
昼
・
銅
吹
屋
・
菜
種
絞
り
油
屋
・
綿
貫
絞
り
油
屋
等
を
掲
げ
て
ゐ
る
D

己
D
記
事
が
必
や
し
も
正
確
で
な
い
と
と
は
例
へ
ば
藍

無
地
染
屋
が
既
忙
賓
暦
五
年
に
株
仲
間
を
結
成
し
て
ゐ
る
と
と
に
よ
っ
て
も
判
定
し
得
る
が
、
併
し
そ
と
に
掲
げ
ら
れ
た
諸
仲
間
が

株
仲
間
に
在
る
以
前
に
於
て
も
町
奉
行
所
へ
年
頭
・
八
朔
白
鴎
金
を
上
っ
て
ゐ
た
己
と
は
恐
ら
〈
異
質
で
あ
っ
て
、
そ
の
例
と
し
て

は
右
の
藍
無
地
染
屋
並
に
生
蝋
絞
り
犀
を
串
げ
る
と
去
が
出
来
ヲ
旬
。
従
っ
て
此
等
の
仲
間
も
そ
D
性
質
は
株
仲
間
同
様
で
あ
っ
た
と

考
へ
ら
れ
る
が
、
特
に
銅
庫
支
配
の
銅
吹
屋
仲
間
は
、
御
定
丹
製
法
人
と
同
様
の
濁
占
的
特
権
を
有
し

t
ゐ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。

幕
府
と
の
聞
に
か
L
る
閥
係
左
き
内
々
の
仲
間
は
頗
る
多
か
っ
た
E
と
L
息
は
れ
る
ロ
同
制
時
代
に
株
主
願
出
で
i
A

許
可
に
た
ら

‘
な
か
っ
た
も
D

L
み
で
も
唐
弓
弦
屋
・
同
細
工
人
・
泊
晴
替
油
及
麹
浩
屋
・
酒
桶
消
樟
職
・
白
革
張
繰
黒
染
峨
・
提
灯
輪
木
地
細
工
職
・
薄

江
戸
時
代
白
大
阪
白
工
業

Illi 
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江
月
時
代
目
大
眠
白
主
業

回

目

箱
細
工
職
6

蝋
燭
目
黒
等
を
事
げ
る
と
と
が
出
来
る
。
そ
白
う
ち
唐
弓
弦
細
工
人
(
下
職
)
が
一
度
は
厨
弓
弦
屋
D
株
仲
間
結
成
を
阻
み
、

四

突
で
自
ら
も
株
仲
間
主
結
成
し
て
弦
屋
に
針
抗
ぜ
ん
と
す
る
気
勢
を
示
し
た
と
在
は
注
目
す
べ
昔
で
あ
ら
う
。

工
業
者
の
皐
た
る
仲
間
に
謝
し
て
株
仲
間
は
、
大
阪
に
於
て
は
賓
層
五
年
に
始
ま
り
明
和
・
安
永
・
天
明
年
間
に
急
増
し
た
己
と
上

漣
白
如
く
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
天
明
年
間
既
に
鍋
条
纏
繍
鋳
物
師
・
切
石
屋
・
生
蛾
絞
屋
・
白
革
師
・
椀
盃
食
箆
木
地
職
・
椀
折
敷
家

具
一
切
絵
師
職
・
肉
粉
職
・
民
鎗
箔
嶋
・
紬
大
工
仲
間
・
菜
種
絞
油
屋
・
綿
貫
絞
泊
屋
等
白
仲
間
が
あ
加
、
文
化
初
年
の
調
査
忙
よ
れ
ば

此
等
の
外
に
文
珠
四
郎
鍛
冶
・
銅
細
工
人
・
泊
歩
寸
樗
屋
・
桶
師
・
樽
師
・
輪
削
・
石
屋
・
築
前
・
左
官
(
以
上
九
ハ
者
山
村
典
助
支
配
)
等
の
仲
間

h
吻

が
皐
げ
ら
h

川
、
更
に
嘉
吉
株
仲
間
再
興
一
後
に
於
て
は
以
上
の
外
に
薩
無
地
染
尾
・
竃
師
等
の
仲
間
を
見
出
す
と
と
が
出
来
る
。
ま

一
設
に
上
れ
ば
古
来
組
合
の
設
け
な
し
と
稿
せ
ら
る
h

足
袋
装
束
屋
も
安
政
四
年
に
は
株
仲
間
を
結
成
し
た
の
で
は
泣
い
か
主
忠
は
れ
ふ
。
ま
た
商
人
が
替
め
る
工
業
却
ち
漆
精
製
業
・
泊

た
嘉
、
武
以
後
に
左
る
と
青
昆
布
屋
仲
間
白
存
し
た
と
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、

精
製
業
に
於
て
は
漆
仲
買
・
泊
仲
良
(
後
に
は
抽
問
き
が
夫
々
株
仲
間
を
組
織
し
て
ゐ
た
。
晒
機
業
に
就
て
は
記
録
は
友
い
が
、
晒
酬
明

生
蝋
仲
買
仲
間
が
同
様
の
地
位
に
あ
っ
た
も
の
で
は
友
か
ら
う
か
。

以
上
工
業
諸
株
仲
間
が
夫
々
の
替
業
の
濁
占
圏
蝉
で
あ
り
、
年
行
司
・
月
行
事
或
は
年
寄
・
取
締
等
が
あ
っ
て
公
儀
と
の
交
渉
十
仲

聞
の
統
制
に
首
り
、
潤
占
白
外
に
信
用
保
全
共
他
の
機
能
を
渡
揮
し
て
ゐ
た
と
と
は
裁
に
詳
言
す
る
ま
で
も
な
い
。
然
ら
ば
そ
白
内

部
に
於
て
如
何
友
る
統
制
が
行
は
れ
て
ゐ
た
か
。
遺
憾
乍
ら
仲
間
取
締
に
閲
ず
る
申
合
せ
規
約
が
殆
ど
見
出
さ
れ
ざ
る
が
此
に
、
モ

白
金
貌
E
知
る
と
と
は
虫
剤
浮
い
が
、
管
見
の
殆
ど
唯
一
の
事
例
た
る
糠
櫨
挽
物
職
仲
間
取
締
申
合
印
形
民
に
よ
っ
て
そ
の
片
鱗
を

窺
は
号
。
因
み
に
同
仲
間
は
椀
歪
食
龍
木
地
職
仲
間
を
親
株
と
し
て
天
保
三
年
之
に
合
一
し
た
林
仲
間
で
あ
る
。

/ 
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興
味
を
惹
く
第
一
の
鞘
は
細
工
場
の
制
限
で
あ
る
。
「
仲
間
之
内
自
分
之
細
工
場
せ
ば
骨
に
付
、
他
家
白
名
前
御
座
候
所
を
自
分
の

細
工
場
に
借
り
受
置
、
細
工
鴛
致
候
杯
と
申
立
、
家
数
を
ム
キ
し
、
恐
多
も
冥
加
銀
之
割
合
出
不
申
、
其
上
相
定
置
候
加
入
銀
差
出

不
申
様
成
行
候
而
者
、
仲
間
申
合
之
差
支
に
相
成
に
付
、
以
来
は
自
分
家
之
外
他
家
借
り
受
細
工
震
設
候
儀
竪
致
問
敷
候
事
』
と
あ

る
や
う
に
、
細
工
場
を
自
家
一
ケ
所
に
限
る
と
と
6

為
し
た
。
第
二
は
臓
櫨
壷
教
の
制
限
で
あ
っ
て
『
峨
方
に
相
用
ひ
候
駿
蝿
憂
之
儀

は
、
費
軒
毎
に
蚕
一
一
挺
宛
と
相
定
置
候
上
は
、
右
或
挺
之
上
竪
相
用
申
間
敷
候
』
と
あ
る
。
而
し
て
富
時
仲
間
二
十
七
人
の
う
ち
二

挺
を
持
つ
者
は
十
七
人
、
抽
出
り
十
人
は
一
挺
持
ち
で
あ
っ
た
。

Z
の
十
人
は
一
一
挺
に
増
加
す
る
こ
と
随
意
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
に

は
銀
入
十
匁
を
仲
間
へ
差
出
し
、
仲
間
は
之
を
憂
敢
に
鷹
じ
て
分
配
取
得
す
る
定
め
で
あ
っ
た
。
以
上
は
仲
間
内
部
の
競
争
防
止
を

目
的
止
し
た
も
白
で
あ
る
が
、
更
に
第
三
に
二
十
七
人
の
既
得
権
を
確
保
せ
ん
と
し
て
新
規
の
仲
間
加
入
を
制
限
し
た
。
新
加
入
量

暗
闇
想
せ
ら
れ
た
も
O
に
は
仲
間
員
の
子
弟
・
年
季
奉
公
人
・
手
間
取
共
他
の
三
者
が
あ
る
が
、
彼
等
が
樹
立
し
て
仲
間
に
加
入
せ
ん
と

ず
る
揚
合
に
は
、
加
入
銀
と
し
て
親
株
べ
金
武
百
疋
提
出
す
べ
き
外
、
営
仲
間
へ
顔
見
世
銀
を
差
出
す
必
要
が
あ
っ
た
。
而
も
そ
の

額
は
子
弟
。
揚
合
に
最
も
輯
〈
、
手
間
取
其
他
の
揚
台
に
最
も
重
く
、
且
つ
年
季
奉
公
人
・
手
間
取
等
は
仲
間
一
同
へ
振
舞
を
し
左

け
れ
ば
左
ら
在
か
つ
も
ι
。
更
に
注
意
ず
べ
き
と
と
に
は
二
挺
を
以
で
新
加
入
を
な
さ
ん
と
す
る
も
の
は
二
週
り
の
加
入
出
銀
を
せ
た

け
れ
ば
た
ら
十
、
新
加
入
者
忙
し
て
肇
を
二
挺
に
増
加
せ
ん
と
す
る
揚
合
に
は
新
た
に
一
蓋
を
持
っ
て
加
入
す
る
と
同
一
の
同
銀
を

し
な
け
れ
ぽ
な
ら
也
定
め
で
あ
っ
た
。
第
四
は
仲
間
入
用
白
剤
賦
方
法
で
あ
っ
て
、
を
れ
は
原
則
と
し
て
墨
割
印
ち
所
持
の
聴
櫨
白

挺
数
に
臆
ビ
て
割
賦
せ
ら
れ
る
が
、
幕
府
へ
上
納
す
る
冥
加
銀
並
に
年
頭
・
入
朔
に
町
奉
行
所
役
人
に
贈
る
檀
金
は
、
額
制
即
ち
人

数
割
で
あ
っ
た
。
此
外
年
季
奉
公
人
共
他
雇
人
白
取
締
り
に
就
て
は
商
業
株
仲
間
に
於
け
る
と
同
様
で
あ
る
が
、
以
上
掲
ぞ
る
四
つ

の
黙
に
於
で
、
工
業
株
仲
間
の
特
徴
を
窺
ひ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
ご
聞
に
於
て
工
業
白
設
達
を
如
何
に
阻
害
す
る
も
の
で
る

江
戸
時
代
目
大
陸
自
工
業

一
四
五
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っ
た
か
を
知
る
と
同
時
に
、
若
し
か
t
A

る
束
縛
が
他
の
株
仲
間
に
も
存
し
た
と
す
れ
ば
、
都
市
白
工
業
が
株
仲
間
制
度
の
放
に
如
何

忙
そ
の
護
達
を
拘
束
せ
ら
れ
た
か
、
思
ひ
半
ぽ
を
過
ぎ
る
で
あ
ら
う
。

本
項
に
於
て
附
言
す
べ
き
は
酒
造
株
で
あ
る
。
酒
造
株
は
所
謂
株
仲
間
と
は
異
り
、
株
鑑
札
所
持
者
に
限
り
酒
治
山
営
業
を
詐
ず
制

度
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
株
陀
っ
き
法
一
心
高
が
定
め
ら
れ
て
ゐ
た
。
而
し
て
株
鑑
札
を
所
持
す
る
酒
造
業
者
は
、
前
遁
の
如
〈
仲
間
を

組
織
し
て
居
り
、
而
も
そ
り
仲
間
は
宇
ぽ
公
許
白
性
質
を
帯
び
て
ゐ
た
が
散
に
、
例
へ
ば
「
大
阪
市
史
」
に
掲
ぐ
る
株
仲
間
表
忙
は
酒

治
屋
は
株
仲
間
D

一
種
と
し
て
皐
げ
ち
れ
て
ゐ
る
が
、
概
念
的
に
酒
浩
株
と
酒
造
屋
仲
間
と
は
別
個
の
も
白
で
あ
っ
た
。
き
れ
ば
と

司
令
天
保
十
三
年
目
株
仲
間
解
放
に
際
し
て
は
幕
府
は
そ
り
底
置
に
苦
慮
し
、
結
局
酒
治
株
の
名
稽
を
酒
造
稼
と
改
め
た
以
外
忙
は
何

明

叫

ら
寅
質
的
校
時
盟
更
を
加
へ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
、
安
永
三
年
制
定
白
三
郷
揚
米
株
も
之
と
同
類
の
も
の
で
あ
っ
た
。

-‘・，、
結

語

以
上
要
す
る
忙
、
江
戸
時
代
の
大
阪
に
於
て
俺
ま
れ
た
工
業
白
種
類
は
頗
る
多
〈
‘
そ
の
中
に
は
市
民
の
需
要
七
V
一
充
売
す
忙
止
ま

ち
宇
L
七
、
江
戸
・
京
都
共
他
会
圏
各
地
へ
供
給
せ
ら
れ
た
も
白
も
あ
り
、
大
阪
を
主
産
地
若
く
は
唯
一
の
生
産
地
と
せ
る
も
の
も

あ
っ
た
。
即
ち
大
阪
は
商
業
都
市
た
る
字
国
に
於
て
ま
た
ん
た
る
工
業
都
市
で
も
あ
っ
た
。
と
の
倖
統
が
維
新
後
大
阪
を
し
T
工
業

都
市
た
ら
し
め
た
一
つ
の
事
情
で
あ
っ
て
、
殊
に
諸
多
の
中
小
工
業
白
張
遣
は
己
の
偲
統
に
負
ム
と
と
ろ
が
少
〈
た
い
で
あ
ら
う
。

併
し
乍
ら
工
業
の
経
替
規
模
は
慨
し
て
小
さ
か
っ
た
。
中
に
は
二
三
の
i
業
に
於
て
見
た
如
く
手
工
的
工
場
工
業
に
主
で
護
法
し

た
も
の
も
あ
っ
売
が
、
多
く
は
手
工
業
の
域
を
股
せ
や
、
家
内
仕
事
的
危
小
工
業
も
少
〈
泣
か
っ
た
。
然
ら
ば
か
4
A

る
形
態
陀
於
で

所
諸
問
屋
制
袋
内
工
薬
が
如
何
程
畿
達
し
て
ゐ
た
か
。
そ
D
欣
態
は
商
人
・
製
造
家
及
職
人
に
従
属
す
る
下
臓
の
存
在
に
よ
っ
て
貌

「大闇市史」第二、 658買
向上、第五、 III貰参照
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は
る
h
に
過
ぎ
中
、
崩
畑
著
な
例
と
し
て
は
各
種
染
物
臓
が
木
綿
問
屋
O
制
肘
を
受
け
た
と
と
を
事
げ
る
と
と
が
出
来
る
が
、

h
L
る

般
態
が
炭
汎
に
存
し
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
農
村
工
業
が
薄
ま
た
は
大
商
人
の
商
業
資
本
の
文
配
下
に
あ
っ
た
扶
態
ム
一
比
較
す
れ

ぽ
、
殆

E
一
三
一
ロ
ふ
忙
足
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
尤
も
そ
れ
は
下
居
の
職
人
白
生
活
が
惨
め
で
あ
っ
た
か
苫
う
か
の
問
題
で
は
在
い
。

而
し
て
職
人
が
兎
も
角
も
粗
削
カ
を
維
持
し
得
た
一
つ
り
事
情
に
は
仲
間
組
合
が
あ
っ
た
。
大
阪
の
工
業
に
は
仲
間
又
は
株
仲
間
を

組
織
し
た
い
も
の
は
殆

E
存
し
左
か
っ
た
と
稿
し
得
べ
〈
、
単
な
る
仲
間
に
於
て
も
株
仲
間
以
上
。
濁
占
様
、
r
特
憾
と
を
享
受
し
た

も
の
も
少
〈
友
か
っ
た
。
士
た
城
中
御
用
の
特
権

E
得
て
武
士
同
格
の
構
勢
を
振
っ
た
も
の
も
あ
る
。

一
般
に
仲
間
組
合
の
制
度
は

仲
間
員
の
偉
業
を
保
護
す
る
一
一
向
を
持
つ
が
、
他
国
に
於
て
仲
間
の
内
外
に
於
け
る
競
争
を
排
除
し
、
日
常
業
の
自
尚
一
疋
る
稜
逮
を
阻

容
す
与
と
同
時
に
、
宮
慣
墨
守
の
精
耐
を
養
は
し
む
る
傾
向
が
あ
る
。
殊
に
工
業
に
於
て
は
、
税
櫨
職
仲
間
白
例
に
見
た
如
〈
、
生

産
要
具
の
教
の
制
限
が
行
は
れ
る
た
ち
ば
、
そ
れ
は
工
業
の
自
由
友
る
護
法
に
針
し
て
は
致
命
的
で
あ
っ
て
、
商
業
に
於
け
る
仲
間

組
合
が
た
と
ひ
如
何
友
る
規
約
を
設
け
て
も
資
本
額
主
制
限
し
得
在
い
の
に
比
す
れ
ば
、
同
じ
仲
間
組
合
で
あ
っ
て
も
同
日
に
は
談

ヒ
得
友
い
で
あ
ち
ぅ
。
と
り
鮪
に
於
て
車
両
村
工
業
が
、
た
と
ひ
商
業
資
本
の
支
配
下
に
搾
取
軒
家
一
っ
た
'
と
し
て
も
、
そ
白
商
業
資
本

白
設
建
に
臆

t
て
発
達
し
得
た
り
と
は
趣
を
異
に
す
る
。
更
に
動
力
と
し
て
水
車
の
利
用
が
褒
達
し
た
営
時
、
そ
の
利
用
の
便
在
き

大
阪
の
工
業
は
、
在
方
の
水
牢
管
業
D
た
め
に
大
佐
る
歴
迫
を
蒙
っ
た
と
と
酒
浩
業
及
絞
油
業
に
就
て
見
た
如
〈
で
あ
る
。

以
上
白
如
〈
、
諸
種
の
黙
に
於
て
大
阪
の
工
業
は
農
村
の
工
業
と
そ
の
趣
を
異
に
す
る
と
己
ろ
が
る
っ
た
。

而
し
て
結
局
に
於

，
て
、
そ
れ
は
大
阪
市
白
内
包
的
・
外
延
的
変
建
に
舷
じ
て
後
遺
し
た
と
は
い
へ
、
そ
と
に
は
停
滞
怯
が
存
し
、
或
種
の
工
業
は
衰
頑

白
傾
向
を
さ
へ
示
し
た
。
己
の
事
は
多
く
り
株
仲
間
が
そ
の
判
形
帳
に
新
規
加
入
札
ゲ
」
拒
空
宇
と
掲
げ
て
ゐ
る
忙
も
拘
ら
宇
、
仲
間
員

自
増
加
せ
し
も
白
殆
ど
見
ら
れ
す
、
寧
ろ
幕
末
に
至
っ
て
減
少
せ
る
も
の
ミ
少
た
か
ら
ず
る
に
よ
っ
て
も
窺
は
れ
る
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
白
大
医
由
工
業

四
七


